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人生の岐路 ～若さと老いの分かれ道～ 

９月 19日（月・祝）は「敬老の日」です。豊山町では今年 1,800人以上の方が 75歳以上を迎

えます。個人差の大きい年代ではありますが、本町の生涯学習講座に出席されているご高齢の方

をみても、元気な方がたくさんお見えになります。 

さて、サブタイトルにあります「若さと老いの分かれ道」はいったい何歳なのでしょうか。人

は進学や就職など様々な場面で「人生の岐路」に立たされます。孔子の論語に「四十にして惑わ

ず。五十にして天命を知る。」はよく知られております。しかし、「人生の本当の岐路」は 70 歳

であると、今回紹介する書籍「70歳が老化の分かれ道」の著者は述べています。 

孔子の論語に「七十にして心の欲するところに従いて矩（のり）を踰（こ）えず。」、つまり「70

歳になれば欲望のままに行動しても人の道に外れることはない。」とされているため、70年も生

きれば、その後は自分の思いどおりに過ごしても大丈夫なのかなと少なからず思っていました。 

しかし、この書籍には、人生 100年時代の今、最後の活動期である 70代をどのように過ごす

かによって、その後の人生が大きく変わってくることを 30 年以上に亘って高齢者医療に携わっ

てきた精神科医が分かりやすく解説しています。 

著者である和田秀樹氏は、より健康的な 80、90 代を迎えるのに最も重要なことは「身体機能

と脳機能を使い続けること」であると説いています。70 代に入ると、行動意欲の低下が顕著に

なります。例えば、登山や水泳、ウォーキングなど体を動かし続けることの出来る「趣味」を継

続することによって身体機能が維持されます。また、「働く」ことによって知的活動や他者との

コミュニケーションをする機会が必ずあります。ただ家にいるだけで脳の活動が少ないと認知

症のリスクも高くなるため、できる範囲内で働き続けることが老化を遅らせる最良の方法なの

です。そして「趣味」や「仕事」を続けることで培われた「身体機能と脳機能を維持する生活習

慣」は、その後の生涯に亘って続き、「健康寿命を延ばす効果」があるので

す。今回紹介した書籍では、70 代のタイミングで、今一度自らの生活習慣

を見直すことで、より健康的な 80、90 代を迎えられることに加え、「何よ

り豊かな人間関係こそが晩年を幸せなものにする要素である」と説いてい

ます。 

わが国においては、ますます高齢化社会が進みます。70 代の過ごし方の

正解は一つだけではありません。正解は三者三様であって良いと思います。 

それにしても「七十にして心の欲するところに従いて矩を踰えず」の境地

に達するのは、人生において、いつの頃になるのでしょうか。 

 

図 書 室 だ よ り 
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町図書室では今回紹介し
た書籍の他、和田秀樹氏
の著作を多く所蔵してい
ます。 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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